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　This　paper　discusses　how ‘‘
mudan

”

〔牡丹）is　used 　in　traditional 　Ghinese　medical 　references
，

formularies　 and 　 herbals．　 Paeonia　 moutan 　 has　 been　 caUed
“
mu −shaoyaQ ”

（木芍薬） which

means 　c‘
wood 　shaoyao ．”　ShaoyaQ，　 i．e．　P．磁 緲 厂α is　 also 　 used 　 in　Chinese　 medicine

，　 and 　 has

been　 cultivated 　 in　 vario ” s　 districts　 in　 China ．
［‘Mudan ” described　 in　jin−gui −yao −IUe （金匱

要略），aformulary 　compiled 　in　the 　beg．　inning　of 　the　 3　rd 　 century
，
　 is　 considered 　 to　 be　 root

corte ．x 　of 　Paeenia　 moutan ，

　In　jin−gui−yao−IUe，
“
mudan

”is　 used 　 in　 the　 prescriptions　 f｛）r 　 chrollic 　 infiammatory　diseases・

which 　is　 considered 　to　produce 　 a 　state 　 of 　 stagnation 　of 　disordered　blood，　 or 　yuxie （療 血 ｝

as 　 expressed 　in　Chinese　 medlcine ．　 Examples 　 of 　 such 　prescriptions　 are 　 guizhi−fuling−wa11

（桂枝菰苓丸） and 　 wen −jin・tang （湯経湯） for　 chronic 　 female　 genital　 diseases
，　 ba−wei ．tang

（八 味丸）fbr　diseases　of 　the 　aged ，　 e．g．　diab巳tes，　arteriosclerosis 　etc ．，　and 　dahuang−mudan −tang

（大黄牡丹湯）for　 appendicitis 　 and 　 carbunCle ．　 In　 tradi しional　Chinese　 medlcine ，
‘‘

mudan
” has

been　 used 　mainly 　as　pitls　or 　in　combination 　with 　guipi！桂皮），
　i．e．　bark　of 　Cinnamomum 　species ．

　牡丹皮は 第九改正 日本薬局方に ボ タ ソ Paeenia　moutan 　SINs（Paeoniaceae） の 根皮 と規定され て お り，占来 よ り桂

枝茯苓メL，八 味丸，大黄牡丹皮湯などの 漢方方剤に 配合 され 頻用 され て ぎた 漢方要薬 で あ る．牡丹皮 の 薬効 の 自然科

学的解明を 行 な う上 で ，そ れ が 過去 ど の よ うな 経緯を経 て，また どの よ うな薬効を期待して 治療に 用 い られ て ぎた か

を 明 らか に して お く必要があ る．

　 こ の よ うな こ とか ら，本報 で は 中国 の 医書 ・本草書 に 記 され た 牡 丹，牡丹皮に つ い て 検討 ・考察 した ．

　L 　牡丹 の由来

　牡丹は 後漢時代に 集成 され た と され る 神農本草経
3＞

に 収載 され，同 じ く後漢 の 末期 に 張仲景に よ っ て 著わ され た 傷

寒雑病論 の
一

部 と考えられ る
4 〕

金匱要略
5 ）

や，さ らに そ れを 200年近 くさか の ぼ る 後漢前期 の 武威医簡
6）

の 処 方に も

配剤 され てい る生薬 で ある．そ の 後，隋代に 至 る まで の 間 に ，牡丹は名医別録3）

， 呉普本草7），本草経集注3） な どの

　 D 日本生薬学会第25年会 （福岡，1978年 10月〉に て 発表．本報は ， 「和漢薬お よび漢方方剤の 医薬史学的研究」の

　　　第 3帳 とす る．第2 報．： 久保道徳，木村善行，谿　忠人，有地　滋，薬史学雑誌，14，25 （1979）．

　 2）　1」ocation ：　380　1Vishi　ama ，　Sのyarnacho，　Minamika ω achi −gun ，　Osaka　589．

　 3）唐慎微，
“
経史証類大観本草

”
，木村康一，古崎正 雄編，広川書店，東京，1970，p・254．

　 4）久保道徳，谿　忠 人，小曽戸洋，森山健三 ，本村善行 ， 有地 　滋 ， 薬史学雑誌，13，58（1978）．

　 5）
“
新編金直要略方論

n

，諧仙堂蔵板，浦井徳右衛門ら刊，京都，1801．

　 6） a ）
“

武威漢代医簡
”

，廿粛省博物館 ・武威県文化館編，文物出版社，北京，1975，2 丁裏 ； b）赤堀　昭，東方

　　　学報，第 50冊，75（1978）．

　 7）太 平 御観に 呉氏本草 と し て 引用 され た もの ．李肪 ら ，

c‘
太 乎御覧

”
， 第2 版 ， 台湾商務印書館，台北，1974，p．4524．
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本草書や，外台秘要
8）

に 引用 され た 六 朝時代の 医 方書
9 ）

に 収載 され 処 丿iされ て い る．これ らの 本草書，医方書 の 記載

は 隋唐以降も 中国の 薬物療法 の 主 流 と して 多 くの 医薬書に 受 け つ が れ ， 牡丹 も また そ の うち の 重要な漢薬 と し て 用 い

ら れ 現在に 至 っ て い る，

　 こ の よ うに 牡丹は 古来 よ り医薬 に お い て 記述 され て ぎた が，他 の 多 くの 重要漢薬 とは 違 い ，六 朝以前 と くに 秦漢以

前の
一般の 文献に そ の 名を 見い 出す こ とは で きない ．すなわ ち，詩経，山海経，爾雅と い っ た文献に は ま っ た くあ ら

わ れず，六朝時代で もわ ず か に そ の 例がある の み で ある．

　牡丹 の 名が一般の多くの 文献 に散見す る の は ， そ れ が観賞用 と して賞揚 され る よ うに な っ た 隋唐以降 の こ とで あ り，

の ち に 花工 と まで 別 称 され る に 至 っ た
1°），これ は 酉 陽 雑爼

11 ），事物 紀 原
12 ），唐 国 史補

13 コ，五 雑爼 14 ），開 元 天宝遺 脚
5），

そ の 他 ， 多数 の 文献
15〕

の 記事か らうか が うこ とが で ぎる．

　 と こ ろ で ，牡丹 と近 縁 の 芍薬 の 名は 古 くか ら文献に あ らわ れ，詩 経
17 ）

の 郵風 ，圏 有に は 「贈之以 萄 薬」，1．［晦 経
T8）

の 北 山経 に は 「繍山
…

其草多芍薬 葛窮 亅 な どと記 され て い る が，通志
19）

の 昆虫草木略 は 晋の 崔豹 の 古今注を引 い て

［苻薬有二 種，有苧：芍薬，有木芍薬，木者花大而色深，俗呼為牡丹非也」，さ らに 安期生服錬法を 引 い て 「苟薬有二

種，有金芍薬，有木芍薬，金者色白多脂，木者色紫多脈 ，比則験其根 1と記 し，「然牡丹亦有木芍薬之名，其花可愛如

苟薬，宿枝如木，故得木芍薬之名 …牡丹初無名，故依芍薬以為名…牡丹晩出，唐始 有聞」 と述 べ て い る．また先述の

事物紀原 に 「牡丹，唐 人 亦 口 本弓薬」，同 じ く五 雑爼 に 「牡丹 原止 呼木芍薬」 と記 され， さ らに は 続博物志
20）

に 「牡

丹
・，初不載文字，惟以薬見本草， 唐則 天以後，洛花始盛」，広群芳譜

ユ6）

に 「秦漢以前無考．」と記 され てい る こ とな ど

か ら して ，六 朝以 前 は 牡 丹 の 名 は
．・般 に 用 い られ る こ とな く，あ る い は 木芍薬 と称 され た よ うで あ る．し た が っ て，

こ れ らの 記載や，先 に 述べ た 神農本草経，金匱要略，武威医簡に は 牡丹 と芍薬が 同書中
匿
看区別 し て 記載 され て い る 事

実 か ら推定すれば，六朝以 前 の 牡丹は 薬用を目的 と した 植物 に 用 い られ た 名称で あ っ た と考えられ る，

　牡丹 の 基源植物 と して 一般に Paeonia　 mOtttart21 ｝

が あ て られ て い るが
，

こ の 中世以 前に 用 い られ た 牡丹 と， それ以降

の 牡丹 の 基源植物は 全 く異 る とい う意見 もあ る
22 ）．と こ ろが後に 考察す る よ うに ， 漢代の 本草書 ・医方書に 記された

薬効 と，唐代以 降 の 書 に 記 され た 薬効 と は 共通性が あ り，唐以 前 の 牡丹 とそ れ 以降 の 牡丹 が ま っ た く別 物 で な け れ ば

な らな い 理 由は ど こ に もな い ，

8）王 煮 ，

“
外台秘要

”
， 影 ［II脇本，文光図書有限公 司，台北，　 rg75．

9）深師方 ・刪繁方 ・許仁方 ・古今録験 ・延 年方 ・張文 伸 方 ・素女経 ・崔氏方 ・小品方 ・肘後方 ・広済方 ・范 汪

　　方 ・経心 録な どの 医方書に 牡 丹 が 用 い られ て い る ，
10）歐陽 脩，

“
洛陽 牡 丹記

”
，諸橋 轍 次，

“
大漢和辞典

”

，第 4 刷，大修館書店，東京，1974 ，ee　9 巻 ，
　 p．550 か ら援

　　引．

Il）「開元（713−・−741）末，裴土淹
……至 汾 州衆香寺，得自牡丹．一

禦 ， 植於 長安私第，天 宝 （742〜755）中，為都下 奇

　　賞」，「至 徳（756〜757）中 ， 馬 僕射……又得紅紫二 色 者，移於城中，元和 （806〜820）初，猶少」．段成式，
“
酉陽

　　雑爼
”
，和刻 本漢籍随筆集，第 6 集，第 2 版，汲古書院，東京，1974，p・169．

12） 「隋煬帝世 （605〜618），始 伝牡丹，唐 人 亦 日木 苟 薬，開元 時 ，宮中 及 民 門 競 尚之 ……
」．高 丞 ，

“
事物紀原集類

”
，

　　明刊影 印，新興書局，台北，1969，p ．730．
13）「京城貴遊，尚牡丹三 十余年矣 ， 毎春暮 ， 車馬如狂，以 不 耽玩為恥，……

種以求利，一
本有直数万者」，李肇，

　　
“
唐国史補

”
，和刻本漢籍随筆集，第 6 集，第 2 版，汲古書院，東京，1974，p．　S2．

14） 「牡丹 ， 自唐以前無有称賞，僅謝康楽 （南朝，宋，陽夏 4）人）集中，有竹間水際多牡 丹之語，此是花王 第
一

知 己

　　也，・…・・白唐高宗（650〜684）後苑賞双頭牡丹，至開元始漸貴重矣， 牡丹原止呼木苟薬 ， 芍薬之名著於風人吟咏 ，

　　而 牡丹以其相類，依之得名
…一・

」．謝肇：帝
「

，

“
五 雑爼

”
， 明丁1亅影印，新興書局，台北，1971，p．838．

15） 「花 妖」，「醒 酒花」，「百宝襴」 の 記事．王 仁裕，
“
開元天 宝遺事

”
，和刻本漢籍随筆集，第 6 集，第 2 版，汲古

　　書 院，東京，1974，P・284，289，296．

16）楊妃外伝 ， 拡 異 記，杜陽雑編ほ か 多数 　また 李徳裕，n居易，王建，韓愈 を は じめ とす る唐人の 賦や詩に も多

　　くうた わ れ て い る．汪 顴 ら，
tt

広 群 芳 譜
”
，第 1 版，台湾商務 印書 館，台北，1968，　 p．　7．53．

17）
“
詩 経

”
，漢籍国字解全 書，第 5 巻，早稲 田 大学出版部，東京，1927，p．131．

18）都懿 行，
“

山 海経箋疏
”

，第 3 版，芸文印書館，台北，1974，p．143．

19）鄭樵，
“
通志

”
，新興書局 ， 台北 ，

1963
， p・e6S．ま た p・869 で も 1牡丹本 無名 ， 依芍薬得名，故 其 初木芍薬，

　　占亦無聞，至 唐始著」 と述べ て い る，

20）李石，
‘「
続博物志

”
，第 6．文献 10）の 第 7 巻，p．627 か ら援引g

2 【）大井
a ）

に よれ ば，ボ タ γ の 学名は P・suffrutie
’
osa 　ANDR ．（syn ．　P．　 moutan 　SIMs．）〔Ranunculaccae ＞と され て い

　　る．本論文で は 日本薬局方に 従 っ て P ・nloutan の 学名を 採用 し た ．　 a ）

大井次三 郎，
‘‘

日 本植物誌 ： 顕花編
”

， 至

　　文堂，東京，1975，p．638．

22）北村四 郎，
“

明清時代 の 科学技術史
”

， 藪内清 ， 吉 田光邦編 ， 京都大 学人文科学 研 究所 ， 京都，
1970，p・183．
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本 草沓 産 地
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Fig．1．本草書に 記 された 牡丹 の 産地

　牡丹 に つ い て 槊 の 陶弘景
3＞

は 「色 赤 者為 好 」 とい い ，唐 の 蘇敬3）
は 「冬実赤色」 とい い ， 明の 李時 珍 23〕

は 「牡月
・
以

色丹者為 ヒ，雖結子而根上 牛苗，故謂之牡丹」 とい う．こ れ らの 記載は ， 花 も赤 く，冬期に 実は 赤 くな り ， 根 も赤褐

色を 呈す る現在 の ボ タ V の 形状と符合す る．し か も，シ ャ ク ヤ ク が草本 で あ る の に 対し ， ボ タ ン は木本 で あ り，花も

相類 す る こ とか ら， 木芍薬の 名に ふ さわ しい 植 物 と し て ボ タ ソ は 至 適 で あ る．し た が っ て 漢代 の 牡丹 を現在の ボ タ ソ

に あて て も不都合 とは 言 え な い で あ ろ う．実際 ， 臨床的 に ，Paeonia　m ・Zttan を 基源 とす る 牡丹皮を配剤 した 金 匱要略

所載 の 処方を使用 して，同書に 記 され た 適応症 に 奏効 す る事実は 日常経験す る と こ ろ で あ る 2軌 単味 で用 い て も，そ

れ 相 応 の 薬効が あ る こ とは すで に 鰕告
25）した．これ らの こ とか ら，漢代に 用 い られ た 牡丹 の 基源植物を Paeonia　rno ！ttan

に あて る こ と は 可能 で あろ う．

　牡丹 の 産地 に つ い て は 名医別録以 下 ， 歴代の 諸本草，あ るい は 医 方書
25 ）

に 記 さ れ て い る．牡丹は 隋店以降 の 本草書

に 記 され た 牡丹 の 産地 を すべ て 原産地 とす る こ とは で きな い が，名医別録
3」

の 記載す る 巴郡 ・漢中を 原産地 と認め る

こ とは 可能 で あ る．こ れ ら本草書に 記載 さ れ た 産地 ig　Fig．1 に 示 し た ．こ れ か ら して ，陶弘 景
3）

が 「東間亦有 」 と記

し た よ うに ，禦代 に は すで に 陜西
・四 川 とIL1東 ・安徽を中心 と した 2 つ の 地域 で 産出す る こ とが 知 られ て い た よ うで

あ る．こ の うち，安徽省 か らは 現在晶質が 良い とされ て い る鳳凰牡丹皮 （鳳丹皮）
27）

が産出され て い る・牡丹 は 唐代

以 降，花が観賞用 とされ る よ うに な っ て か ら， 急速に 中国全 土 に 広 ま っ て い っ た と考 え られ る．

　2． 本草書に 記 さ れ た 牡丹 の 薬効

　さて ，牡丹は ，森 立之の 復元 し た 神農 本 草経
28 ）

に よ れば ，「一名麑 韭・一
名鼠姑・味辛寒 ・生山谷・治寒熱巾風・

痩 瀝痙，驚癇邪気，除癰堅 瘢血 ，留舎腸胃， 安五 蔵，療癰瘡 」 と記 され て い る．神農本草経 に は 365 種 の 薬物が そ の

薬効に よ っ て上 品 ・中品 ・下 品 の 3 つ に 分類 され て い た と伝えられ る
29）が ・こ の 漢代に な っ た と考え られ る神農本草

経 の 原本は 今 に 伝わ らず，諸本 草書 や 医書 に 引用 され た 記載 に よ っ て 現在 まで に 数種復元 さ れ て い る・そ れ らは 本文・

薬物 数，三 品 分類法が 各 々 異 っ て お り30），牡丹も，森立之本
28）

で は 下品 と され ・ 顧観光本
31）・孫星衍本

32）・盧復本
3：）・

23）李時珍，
“
本草綱 目

n

，第 1版，鼎 文書局，台北，1973，p．496．

24）有地　滋，薬物療法，10
，
719（1977）・

25）有地　滋，久保道徳，上原清 史， 森山健三
， 上杉　上，兪洪先，谿　忠 人 ， 日本 生 薬学会第25回 年会講演要旨

　　集，　P．2 （1978）．

26）千 金 翼方巻 1，外台秘要巻31，薬所出州土に記された百両金・百両金は 蘇敬 らに よ れば 牡丹 の 別名で あ る・

　　a ）文献 8）の P．837 ； b）文献 3）；c）文献 B7） の P・6・

27）江蘇新 医 学院編，
“
中葯大 辞典

”
，一卜海科学技術出版社， L海，1977，　p．1127〜1130．

28）森 立之 編 ，
“
神 農本草経

”
，文祥堂 書店，東京，1933 ，巻下， 7 丁 裏．

2g）敦煌木，
“
集注本 草

”
，龍谷大学蔵，岡西 為人 ，

“
本草概説

”
， 第 1版，創元社，大阪，1977，図版，　 p・2．

30）　a ）　浜田 善禾咀，　薬史学雑乱虚，　12，　62（1977）； b）　13，　67（1978），

31）顧観光重輯，
‘「
神農 本 草経

”
， 第 1版，人民衛生出版杜，北京，1958，p・64．

S2）孫 星 衍輯，
“
神農本艸経

”
，第 2 版，台湾中華書局，台北，1973，巻 2 ，18丁裏．

33）盧復編 ，

“

神農本経
”

，第 2 版，浪華書林，大阪，1743， 34丁裏，
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で は 中 品 と され て い る． こ の 相遼 は，復元 に 用 い られ た 資料 の 撰択 に よ る もの で ，すなわ ち，本草綱 目34），証類本

草35 ）

，影北宋本千金方
36），影元 大徳本千金 翼方37）

， 木草和名
3S）

などで は 中品とされ，医 心 方39）

， 真本千金方
40〕

で は 下

品 とされ て い る．森立 之本は後者 の 資料を採用 して 下品 に 分類 した もの で あろ う，

　証類本草35）
に は 歴代 の 本草書 の 記述 が 収録 され て い るが ， そ の うち 薬効に つ い て 記 された 部分を TABLE 　l に ま と

め た．こ れ らの 記載を大別すれ ば ，   い わ ゆ る癧血に 由来す る もの ，あ る い は瘋 褻な ど の 痼 Dに 属す る もの ，  労，

腎虚に 由来す る もの ，  風 ・寒 ・熱 な ど の 漢 方で 六 淫
41 ｝

とい わ れ る 外因に 依 る もの
，

の 3 つ に 分類 で き よ う．こ れ ら

本草書 の 薬効 の 記載と実際 に 用 い られ た 医方書中の 処方 の 薬効 との 関係は後述す る，

TABLE 　I。本草書に 記 され た牡丹 の 気味 ・薬効 （句読点は 筆者 らに よ る）

経

録

草

論

草

草

u
⊆

　

本

　
囗
万

オ

本

　

　
性

子

農

医

氏

華

神

名

呉

薬

日

図　経　本　草

味 辛寒，主 寒熱中風痩 瀝痙驚癇邪気，除 癒堅 瘢血 留舎腸胃 ， 安五蔵療癰瘡，

苦微寒，無毒，除時気頭痛客熱五 労労気頭 腰痛風 噤癲疾．

神農岐伯辛 ， 季氏小寒 ， 雷公桐君苦無毒，黄帝苦有毒，……軽身益寿．

能治冷気，散諸痛 ， 治女子経脈不 通血 瀝腰疼．

除邪気，悦色，通開膿血脈，排膿 ， 通月経 ， 消撲損瘢血 ， 続筋骨，除風痺落胎下胞産後
一切女人冷熱血 気．

主血，乃去療滞．

TABLE 　 II．金匱要略所載 の 牡丹配合方剤

処　 方　 名 適 応 証 　 処 方 　薬 物 製 剤 指 宗

鰲 甲 煎 丸
42 丿

病瘧以 月一H発 当 以　　鰲 甲
一
卜二 分 炙

十 五 日愈 設不 差 当 月　　黄苓 三 分
尽解如其不 差 当去何　　鼠婦三 分熱
師 日 此結為綴 戞名 日　 大黄三 分

瘧母急治之宜 鰲 甲煎　　桂枝三 分
丸　　　　　　　　　石韋三 分去毛
　　　　　　　　　　　牲丹 五 分去心

　　　　　　　　　　　紫蔵三分

　　　　　　　　　　　人参
一一

分
　　　　　　　　　　　阿膠 三 分炙
　　　　　　　　　　　赤消十二 分
　　　　　　　　　　　桃仁 二 分

焼

　
　

　
熱
　

　
　
熱
炙
熱

分

分
分

分
分
分
分

分
分
分
分

三亠
ハ「
二

五

＝
二

二
一
五

四
」

ハ

扇

胡
姜
薬

靂
朴
麦

夏
虫
冀

娘

烏

柴
乾
苟

茸
厚
瞿
m

半
廣
蜂

軈

腸癰者小腹腫痞按之　　大黄 四 両　　　牡丹一両

即 痛如淋小便自調時　　桃 仁 五 十 箇　　瓜子半升
時発熱自汗 出復悪寒　　芒消三 合

某脈遅緊者膿未成 可

ド之当有血脈洪数者
膿巳 成不可下也大黄

牡丹湯主 之

右二 十三 味為末取鍛竈
下灰

一
斗清酒

一
斛五 斗

浸灰 候酒尽一
半着鰲甲

於中煮令泛爛如膠添絞
取汁内諸薬煎為丸如梧
子大空心 服七 丸 口三 服

大 黄 牡 丹 湯
43 ）

右五味以水 六 升煮取
一

升去滓内芒消煎沸頓服
之有膿当下如無膿当

一
ド

1血

桂 枝 茯 苓 丸
“ ）

婦人宿有癒病経断未　　桂枝　　　　　茯苓
及三 月而得漏下不止　　牡丹去 心　　　桃仁去皮尖熬
胎動在臍上 者為癒痼　　芍薬各等分
害妊 娠六 月 動者前三

月経水利時胎下血 者
後 断 三 月酥也所以 血

不 止 者 其 綴 不 去 故 也

当下 其癒桂枝夜苓丸

主之

右五 味末之煉蜜和丸 如
兎屎大毎H 食前服

一
丸

不 知 jJU至 三 丸

34）文献 23）の p．70，496．
35） a ＞文献 3）；b）曹孝忠 ら，

“
重修政和経史証類備用本草

”
， 南天書局 ， 台北， 1976， p．227．

36）孫思遞，
“
備急千金要方

”
，江戸医学影北宋本，国立 中国医薬研究所 ， 台北 ， 1965，p・7．

37）孫思遞，
“

千金翼方
”

，江戸医学影元大徳本，国立 中国医薬研究 所，台北，1965，p．27．

38）深根輔仁，
“

本草和名
”

， 第2 版，日本古典全集刊行会，東京，1928，32丁 裏．

39）丹波康頼 ，

“
医心方

”
， 安政版， 口本古医 学資料 セ ソ タ ー，東京，1973，巻 1，45丁裏．

40）本書に は 上 ・中 ・下贔 の 分類 が 明記 され て い な い が，そ の 配 列 は 医 心 方 と類 似 して お り，引用 され た 原書で は

　　下 品 に 分類 され て い た と考 え られ る．孫思遞原著，
‘【
真本千金方

”
，松本幸彦刊，1832， 27丁裏．

41）漢方で は 病 因 を 外因 ・内因 ・不内外因 に 大別 し，そ の うちの 外因は さ らに 寒
・
暑

・燥 ・湿 ・風 ・熱の 六 淫に分

　　類 され る．陳無択，

“
三 因極一病源論

”
， 旋風出版社 ， 台北，1973，巻 2 ，6 丁裏．
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TABLE 　II．　 （つ づ ぎ）

処 　 方　 名 適　 応　　証 処　 方 薬　 物 製　剤　摺　示

温 　 経 　 湯
45） 両三

　

　
　

升

萸

　

　
　
　
半

耒

窮
参
膠
薑．
夏

呉
尊

人
阿
生
半

病

即
弄
也
以

少

証
以

所

暮
満

何
何
在
其
当

十
止

腹
燥
下

血

之
之

五

不

急
乾
帯

瘢
知
知

年
目

裏
冂

属
産
以
故

之

人
十
腹、
唇
病
半
何
燥
主

婦
数
少

熱
此
経
去
乾

湯

日

利

熱
煩
日

曽
不
口

経

問
下
発

掌
師
故
腹

唇
温

当 帰

苟薬
桂枝
牡 月皮

甘 苧二各二 両

麦門冬
一

」怯 心

右十 二 味以水
一

斗煮取
三 升分温 三 服　亦主婦

人 少腹寒 久 不受胎兼治

崩 中 去．血或 月 水 来過多

及 至 期 不 来

八味丸 （八 味腎気
丸 ・崔氏 八 味丸 ・

腎気丸）
46 ）

両

両

八

四、
両

黄

萸
三

地

条
苓
枝

乾
山

茯
桂

故

息
胞
戻

則

　
上

如

倚
転
了

便

　
気

食

反
名
系

小
之
脚

飲
而
此
胞

利
主
治

小

九
急
気

拘
腎

腹
味

病

臥
日

以

但
丸
丸

仁
少
八

人

得
師
也
病

気
味
不

痛
者

婦
不

也

溺
此
腎
八

腹

腰
利

小
主

従
湯

当
羽

飲
朮
之

微

桂
主

有
苓
亦

気
之

気

日

熱
何
得

致
宜
氏
小

労
不

之
短

去
腎

問

煩
者
不

故

愈

崔
入

虚
便
室

夫
便
之

薯預四而
沢 瀉 三 両

牡丹皮 三 両

附子炮 各
一

両

右八味末之煉蜜和丸梧

子大 酒 下十五 丸加至二
．
卜五 ナL 日肉：月匱

　3．　金匱要略所載 の牡丹 配合方剤

　現在頻用 さ れ る 牡丹 配合漢力処方は，加！，k逍遙散 ・六味丸 な どを徐い て ，そ の 多 くは 金 匱要略 に と もつ い て い る．

現行 本 の 金 匱要略
5）

は 先に ふ れ た とお り，後 漢 末 期 （217 年頃）に 著わ された傷寒雑病論 の 雑病に 由来す る書 と考えら

42） a ｝文献5）の 巻 ｝二，13丁 表裏； b）外台秘要巻 10に は張仲景傷寒論か ら の 引用 と し て 大鼈甲煎の 名 で 本方 の 条文，

　　処 方が 載せ られ て い る，文献 8）の p．149〜150； c ）千金要方巻 10 に も本方の 条文，処丿∫が載せ られ て い る．

　　文献 36） の p．199； d）脈経巻 8 に も本方 の 条文 が引用 され て い る．王 叔 租
“
脈経

”
，銭熙祚 本，商務 印書 館

　　香港分館，香港 196正，p．160； e ）諸病源候論巻 11の 瘧 病候 に も類似 の 文 が あ る．巣 元 方，
“
諸病源候論

n

，第 2

　　版， 国立 i・i・国医薬研究所，台北，1975，P ・斗9．以 ita ）か ら ・）の 記載 セ・ は 棚 問 に か な りの 異同硯 られ る・

　　本方 を用 い る に あ た っ て は こ れ らを 参照 す る の が 好 ま し い ．

43） a ）文献 5）の 巻中，31丁 裏〜32丁表 ； b）千金要方巻23に も本方が 引用 され て い る．文献 36）の p・174 ； c ）脈

　　経巻 8 に も本方 の 条文が 引用 さ れ て い る．文献42d ）の p・174； d）諸病源候論巻 33 の 腸癰候 に も類似 の 文が

　　あ る．文献 42e ）の p．131； e）劉 涓 子 鬼遺方巻 3 の 腸廱大黄湯 の 条文，処方は 本方と酷似す る．本方 と出典

　　を 同 じ くす る もの で あ る こ とは疑い な い ．「膿巳成不 可下 也 」が 「膿成不 可 服此 方」 とな っ て い る こ とは ，「大

　　黄牡 丹 湯主 之」 は 「膿 己成不可下也」 を 承 け る の で は な く， 「膿未 成 可下之当有 「側 を 承 け る語で あ る こ と の

　　証拠 とな る．聾慶宣 ，

“
劉 涓 子鬼遣方

”
，影 宋 刊本，随靂徐氏叢書続編所収，京都大学 人文科学研究所附属東洋

　　学 文献 セ ソ タ ー蔵，18丁 表裏．以上 a ）か ら e）の 記載 に は 相 互 間に 異 同 が 見 らる．

44） a ＞文献 5）の 巻下， 1丁表裏 ； b）脈経巻 9 に も本方の 条文が 引用 され て い る．文献 42d ）の p・178； c＞三

　　因方巻 17に も本励 〜引用 さ れ て L ・る．文献 4D の 巻 17，
・6 丁裏〜7 俵 ・以 上 ・）か ら ・〉の 記載 に は 相互 間 に

　 　 異 同 が 見 られ る．

45） 文献 5）の 巻下，8 丁 裏〜9 丁表 ； b）千金要方巻 4 に 本方 と Ll｛典を 1司 じ くす る と考 え られ る処 方 が あ る．文献

　　36）の p．67 ； c）外台秘要巻34で は 千金要方を引い て 温経湯 と し，本方 を載せ て い る．文献 8）の p．966；d）脈

　　経巻9 に も本方の 条文 が ・｝1用 され て い る．文献 42d ）の p・184・以上 a ＞か ら d）の 記載 に は 相互間に 異同が

　　見 られ る．
46） a ）文献 5）の 巻上，19丁 裏，72丁表，巻中，4 丁 表裏，10丁表，巻下 ・

11丁 表 ； b）文献 5）の 巻上 ・19
．
］畏 の

　　記載は 外台秘要巻 18引用 の 崔氏方中に 引用 され た 張 仲 量八 味九方 に もとつ くもの と考え られ る．文献 8） の

　　p．J
「OO ； c）千金要 方巻 rg．　 ｝

’1 あ る 八 味腎気メLは 文献 5）の 巻 上，72丁 表 の 記載に 相 当す る と考え られ る，方後 に

　　「紳景云 常服去附予加五味子」の 語があ る ； d）肘後方巻 4 の 建巾腎瀝湯は 本方 と出典を 同 じ くす る もの と考 え

　　られ る．方後に 「此是張仲景八 昧 丸 方……長服即去附 子 加 五 味子 」 の 語が あ る ．
“
重訂肘後百一方

”

，沼文進編

　　摂陽書林 ，
1757，巻 4 ，30

’
丁裏 ； e ）外 台 秘 要巻 11，近効祠部季郎中消渇方に も張仲景 云 と して文献 5）の 巻中，

　　10丁 裏に 相当す る条文 と処方が載せ られ て い る．文献 8）の p・318； f）諸病源候論巻40の 胞転候に は 張仲景云

　　として 文献 5）の 巻 ド，11丁 表 に 相当す る 条文が 引用 さ れ て い る ．文 献 42e ）の p，161；g）脈経巻 8 ，巻 9

　　に もそ れぞれ文献 5） の 巻中，
10丁裏，巻下 ，11丁 表 に 相当す る 条文が あ る ，文献 42d ）の p ，154， 187．以

　　上 a ＞か ら g） ま で の 記載 に は 相互間 に 異同が 見 られ る．
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れ て い る
4） が

， 急性熱性病で あ る 傷寒を中心 と した 治療法を述 べ た傷寒論中の 処方 に は 牡丹 は 配剤 され て い な い ，金

匱 要略 は 262の 処方 と 191種 の 薬物か ら構成 され て い るが，そ の うち 鰲甲煎丸
42 ）

， 大 黄牡丹湯
43），桂鼓茯苓 丸 44〕

， 温

繊
45
い 脚 し（腎気メし）

46 ’
の 5 処 方 に 牡 丹 瀰 己剤さ れ て い る．金腰 略 の 原書 に 記 され た 適耐 旨示 と 鋤 指 ，睦

TABI．F．　 H に 示 した．

　こ の 適応指示 す な わ ち薬効 を要約す れ ば，  鰲 甲煎丸 ： 瘧
47’

と名づ け られ る マ ラ リア 様 の 病気が原 因 と な っ て腹中
に 癇襄

哩8）と称 され る病 りを 生 じた もの ，  大黄牡丹湯 ： 腸癰す な わ ち虫垂炎，腹膜 炎な どの 腹部炎症性疾患 ，   桂枝

茯苓丸 ： 婦人の 異常妊娠，  温経湯 ： 婦 人の 更年期障害で い わ ゆ る瘢 血 と称 さ れ る もの，  八 味丸 ： 虚労，腰痛，呼

吸 促迫，下腹部 に 知覚鈍麻あ るい は 拘急 が あ っ て 尿の 出が悪い もの ，口 渇の 激 しい 糖尿病 様症状，婦人の 泌尿器系疾
患，と解釈す る こ とが で きよ う．し た が っ て こ れ ら の 処方は い ずれ も下 腹部 を 中心 と した 病的変化を 消退 させ る こ と

を 日的 と した もの の よ うに 受 け 取 られ る．こ の うち 桂技茯 苓 丸 と八味丸 は 極 め て 応用範囲 が広 く， それぞれ近畿大学

東洋 医学研究所診療部門 で 用 い られ る頻用漢方方剤の 第 1 位，第 2 位 を 占め て お り，第 5 位 の 加味逍遙散 も含 め れ ば ，
少 な くと も患者に 投与され る 全漢 方処 方 の 22％以 ヒに は 牡 丹

’
が 配合され て い る こ とに な る

49 ）．

　こ れ らの 原典 の 記載は 現行本の 金匱要略 に 依 っ た もの で あ るが ， 長年の 伝承 に よ っ て 受け る変化か ら，傷寒雑病論

成立当時 の 記載内容 と多少違 っ た もの とな っ て い る こ とは否定で きない
4 ）． と こ ろが ，こ の 金 匱 要略 が 宋代に 林億 ら

の 手 に ょ っ て 校 正 され る 以 前に ，そ の 原 書か ら直接引用 され た 資料
5D）

が い くつ か 現存 して い る．こ れ ら も また 金匱要

Fig・2・武威医 簡 に 記 され た牡丹配合方剤 （模抄）

47）「夏 口傷暑，秋 必 病瘧 ，

・…・・風 之与瘧也相与同類，而 風 独常在也，而 瘧 特 以時 休，・・…・
為邪所中，陽遇邪則惓，

　　陰遇 邪則緊， 捲則悪寒，緊則為慄，寒傑相薄故名瘧，・・…・旦 中 E 発，暮中暮発 1文献 42e ）の p ．49．
48） 「癒 蔑者，……其 病不 動 者 直名 為癒，若 病 雖 有結 褻而 可推 移 者 ， 名為廠 （医心方 の 引用 か ら して こ の 字は 衍字

　　と考えられ る〉寝，蔑者仮 也，謂虚 仮 卩∫動也」 a ）文献 42e ）の p・79； b）文献 39） の 巻 10
， 11

．
∫裏 ．

49）近畿大学東洋医学研究所診療部門 で の 頻用方剤は す で に ま とめ ，そ の 詳細 は 第 12回 和漢薬シ ン ポ ジ ウ J、記録 に

　　収載 した、 a ）久 保道徳，谿　忠人，森山健三
， 有地　滋 ， 石 田定広，堀巾克f ， 薬局，

29（5），57（1978）； b）
　　有地 　滋，Proc．　Symp ．　WAKAN −YAKU ，12

，
107（1979）．

50）脈経，諸病源候論 ， 千金要方，外台秘要 な ど．a ）文献 斗）；h）注 42）か ら 46），
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略 と1司様，そ の 変遷に ょ っ て 歪曲 して い る と考え られ るが各処方の 記載 に つ い て 詳細 に 検討す る ときは全面的に 金直

要略の 記載 の み を 信頼す るの で は な くて，こ れ らの 資料 も参伍 す る必 要が あ ろ う．牡丹配合方剤 の 記載 に つ い て の こ

れ らの 資料 は 注 42）か ら 46）に 示 した．

　4．　金匱要 略以前 の 医 方 書 に 記 された牡丹配合方剤

　傷寒雑病論が成立す る以前の 中国 に お け る薬物療法 を うか が うこ との で き る 文献 と して
， 現在まて に 馬 王 堆帛書中

の 五 十 二 病方
51 ），武 威 出

．Lの 木簡 ・木牘
6〕 な ど を は じめ と して 数種の 資料が発見 され て い る．こ の うち戦国末期 （紀

元前 3 世紀末） の 薬物療法を伝 え る と考え られ る
5z，

馬王 堆帛書中の 五 卜二 病 方に は 243 種 の 薬物が 記され て い る が，

こ の うち に は 芍薬 は 用 い られ て い るが 牡丹 は 見え な い ．

　1972年に B
』
粛省，武威旱灘波 よ り出土 し た 後漢初期 （紀 元 1世紀前半） の もの と推定 され る

6b）
武威医簡に は，お

よそ30の 処方と96種 の 薬物が 記 され てお り ，
こ の うち の 1方に 牡丹が 用 い られ て い る （Fig・2）．こ の 処 方は ［」ロ 瘢方

で ，前 の 2字分は 欠 落 して い るが，後 に 「当出血 久軅 」 と記 され て い る と こ ろ か ら して ，お そ らく治久瘢 方あ るい は

治血療方で あ っ た と推定 さ れ る 6b 〕．本方は 7種 の 薬物か ら構成 され て い る が ， や は り瘢血 と薬効 が 記 さ れ た 金 匱要 略

の 温経湯中 の 薬物 と，牡丹 ・当帰
・
菖窮

・桂に お い て 共通す る 点か ら，両者の 間 に は 何らか の 歴史的相関性があ る よ

うに 思 え る．こ れ は ， 牡丹が苟薬と区別され，い わ ゆ る 駆瘢血 薬と して 傷寒雑病論成立 （紀元 3 世紀初〉以前か ら用

い られ て い た こ とを 証明す る貴重な史料で ある．また，武威医簡に は 別 に 苟薬も用い られ て い るが，馬土堆帛書や ，

第 1章で 述べ た 経書な どの 記載か ら して ，牡丹 が 薬用 と して 用 い られ た の は 苟薬 よ りも新 し く，秦漢時代に 入 っ て か

らの こ とで は な い か と想鱇され る，

　 5，　歴 代 医 方書中の 処方から見た牡丹 の 薬効

　 前述した 金匱要略
・
武威医簡の 処 方 も含め，牡丹が 漢代以降の 歴代医 方書中 で，ど の よ うな薬効 を 期待 して 漢方処

方中に 配剤 さ れ て ぎたか を 検討 した． まず，歴代匿方書中か らそ の 代表的な もの と して，漢代 ： 金匱要略
5）

， 武威

医簡
6），六 朝時代 ： 肘後備急方

53），唐代 ： 干 金 要方
54 ），千金翼方

55），外台秘要s，，宋 代 ： 和剤局方
56），三 因方

57），蘇

沈良方
58 ）

，本事プノ
59 ）

，金元 時代 ： 済生抜粋
6°），明代 ： 万病回 春61）

を選び ， そ れ らに 記載 され た 牡丹配合方剤2併 方 を

摘 出 し た．

　 中国 の 医学書は ，それ以 前の 文献 を 引用 し， あ る い は そ の 影 響を 多分に 受 け て 著 述 され た もの が ほ とん どで あ る か

ら，薬効 を時代別に 分頚す る こ とは 困難 で あ る．また ，こ れ らの 処ノjに 記され た 薬効 の 表現法は統一性 を欠 き，した

が っ て 明確 に そ の 薬効を 分類 す る こ とは 危険 を 伴 うが ，こ の 204 方に 記 され た 薬効 を  経閉諸病 （月経不 調），  産後

1渚病 ，   婦人 雑病 ，   不 妊流産，  崩中漏下 （帯 ド），（以上  か ら  まで は 婦 人諸病），  消渇 ・少腹 不 仁 ・腎 虚 ・虚

労 ・腰痛など，  癰瘡，  九漏 ・出血 ，  万 病、  判虱 ・熱瘧病 ・温疫 ・傷寒な ど，  癩疝，  耳聾，  心 腹疝．襃瓢

  金創打撲痕血 ，   小児結風 ・癲，  蠱毒 ・尸 注 ，   胃腸疾患，  癲癇，  解毒 の 19項 目に 分 類 し，各処 方の 薬効別

頻 用度を示 し た の が Fig，3 で あ る． こ の 分類 は あ くま で 便宜上 の もの で あ っ て，それぞれ lklい に 重複す る もの もあ

り ， 解釈 に よ っ て い ずれ と も判別 しが た い もの もあ るが ，こ れ に よ って 中国歴 代漢方医書 に お け る，お よ そ の 牡丹の

薬用 目的は 矢llる こ とが で きる．

　 すな わ ち   か ら  まで は 婦人病 て あ っ て，金匱 要略の 桂枝茯苓丸 や 温経湯の 系統 に 属す る もの が 多く， 牡丹配合方

剤の 5 割近 くが こ の 婦人病 の 治療を H的 と し て 用 い られ て い る．次に 多い の が 全 体 に 2割近 くを 占め る   で あ っ て，

5D 馬 王堆漢墓吊書整理小組，文物，1965年，第 6 期，　 p．35〜48．

52）久保道徳，谿 　忠 人，小 曽 戸 洋，森 山 健三 ，木村善行，有地　滋，薬史学雑誌 ，
13，50（1978＞．

53＞ 沼 文進編
“
重訂肘後 百一方

”
，摂陽書林，1757 ．

54）孫 思 邀，
“

備急千金要方
”

，江戸医学影北宋木 ， 国立 中国医薬研究所，台北，1965．

55＞孫思遞 ，

“
千 金 翼方

”
， 江戸医学影元大徳本，国立 中 国医薬 研 究 所，台 北，1965．

56）陳師文 ら，
‘‘
太平恵民 和剤 局 方

”
，商務 印書 館，香 港 　1971．

57）陳無択，
“
三 因極

一
病源論

”
，旋 風 出版社，台北，1973．

58）蘇東坡，
“

蘇沈良方
”

，騰雲出版社，台北，1970．

S9）許叔微 ，

“
普済木事方

”
， 書林向井八 三 郎，大阪，1736．

60）桂思敬輯，
“
済生 抜 粋

”
，台湾商務印書館，台北，1970．本書 は 金元時代の 医書を 収録，抜粋 した もの で ある が，

　　そ の うち牡丹配合処方を収載 しk 医学発明 ， 脾胃論，医果元戍，傷寒保命集論類 要 ， 癡論萃英，蘭室秘蔵節，

　　活法機要，衛
ノ

ヒ宝鑑 の 8 書力 4 ら引用 し た．

6D 翼延覧，
“
万病网春

”
，医林書局，香港，発刊年次不 閉．
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40 方
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0
                                     

Fig．3．牡丹皮配合方剤の 薬効別分類 （全 204 方中）

こ れ は 八 味丸な い しは そ の 変 方
62 ）

で ， 漢方的 に い わ ゆ る腎虚に 由来す る疾患を治療す る 目的 と考h られ る．  は 化膿

性 の 癰腫な どを 指 し ， 大黄牡丹湯に 代表 され る腸癰 もこ れ に 含 まれ る，  は 身体に あ る 9 つ の 穴か らの 浸 出 液 あ るい

は 出血 の 治療 目的で あ る．  は 万能薬 で あ る か ら省略す る と して，  は 漢方 的 に 外因
41）

に 分類 され る ， 主 と して急性

熱性 病 の 治 療 目的 で あ る．以下 腹痛，鼠蹊 ヘ ル ニア ，腹中 の 腫瘍な どを は じめ ， 他の 各種疾 憲に 用い られ る場合 もあ

る．  は   の 腎虚に 由来す る もの で あ ろ うし，  は  か ら  ，  ，  の 原 因 の 1つ と され る 瘢 血 の 一種 と見 做す こ と

が で ぎ よ う．こ れ らの こ とか ら，各時代 に 著 わ され た 医 方書中 の 牡丹配合方剤は 金 「頁要略に 記 され た 薬方 の 流れを 汲

ん だ も の で あ る こ とが 知 られ る．

　次 に ， 先に 述 べ た 本 草書 に 記 され た薬効 と，こ れ ら医 方 書 か ら うか が う こ との で ぎる 薬効 と の 関連性 に つ い て 考察

す る．我 国 で は 従来 よ り，本草書 の 源流 で あ る 神農本草経 と ， 医方書の 原 書で あ る傷寒論 ， 金匱要略 とは 全 く別系統

の も の で あ る とす る 考え方が主流 を 占め て い た 63｝．実際 の 臨床に あ た っ て は 医 方書の み が 優先 さ れ，木草書 の 研 究 は ，

別 に 名物学，博物学的 な方向に 発展 して い ぎ，現在に 至 っ て い る．こ れ は 本草書に 記され た 個 々 の 薬物の 薬効 で ， 医

方書に 記 され た 処方を説明す る こ と は，傷寒論 ・
金儻：要II塔の 2 書 の み を 神聖視 し近 世に お い て 主 流 と な っ た

4＞

漢 方 研

究家 らに と っ て 不 都合な面が あ っ た か らで あ る．ま た近年，傷寒 雑 病論 は 中 園南方 で 発生 し た 独特の 医 方で あ り，さ

らに 神農本草経 は 揚子江流域，黄帝内経 は 黄 河 流域 とい っ た よ うに ，それ ぞれ の 医学 の 発生は 全 く地域的 な基盤を 異

に した異質な医学 で あ る とい う説が定着 して い る
64）．と こ ろ が 少 な くと も こ の 牡 丹 に 関 す るltNり，各書に 記 され た 薬

効の 記載 は 良 く
一

致す る，

　すなわ ち，傷寒雑病論 よ り 200 年近 くも前の 記録 で しか も千数 fT　kin　4，離れ た 中国北西部で 発見 され た 武威医簡中

の 牡丹皮配合処 方 は 金匱 要略 の 記載 と相関性 の 認 め られ る こ とは す で に 述 べ た．さ らに 神農本草経 に 記 され た 牡丹 の

薬効 「癒堅 」 は 金 匱要略の 「婦人癇」 （桂枝茯苓JIL）・「綴穫」（鰲甲煎丸）に ，「瘢血 」 は 「淤 血」（温経湯）に ， 「癰瘡」

は 「腸癰 」（大黄牡丹 湯）に， と よ く
一

致す る ．また 名医別録 の 「五 労 ・労 気 ・
頭腰痛」 は 「脚気 ・短気 ・腰痛 」 （八

味丸）に 対応す る．後 進 の 木 草書に 記 され る ［女了経脈 不通 」（薬性 論）， 「通開経血 脈
・
排膿 ・通月経 ・消撲捐痕血 ・

胎 ・下 胞
・
産後一

切 女人冷熱血気」G］華 子），「血瘢滞」（図経） な どは 金 匱 要1略に 記 され た 薬効 と符合す る．逆 に 神農

本草経 の 「寒熱 ・中風 ・驚癇⊥ 名医 別録 の 「時気 ・風噤 ・客熱 ・癲疾」 は 先に ま とめ た後世の 医 方書中 の 処方の 薬

能の   や   な どに 一
致す る．こ の よ うi・c 牡丹 に おけ る．各本草書と医方書 の 記載は ほ ぼ 共通 とす る こ とか ら，古来 よ り

用 い られ て きた牡丹の 薬効を TAB 甜 II，お よ び Fig．3 か ら判断 し て 差 しつ か え な い と考 え られ る．

　江 戸時代に お け る我 国 の 医 療 で も，こ れ らの 漢方方剤が さ らに 広 い 範囲 で 応用 され た．と くに 桂枝茯苓丸 お よびそ

62）た とえ ば，千金要方巻 19補腎第 8 の 38方目の 腎気丸，あ るい は 43 方 目の 嗔骨丸 な ど．文献 36）の p・355〜
　 　 356．

63）た とえ ば，古 益 東測，
“
薬微

”
，京都書 林，出 雲 寺文治 郎 ら 刊 ， 京都，1785 の な か に 見 られ る思想．

64） こ れ らの 説 の 根拠 と真偽に つ い て は 別 に 考察 した．有地　滋，久保道徳，小曽戸洋，谿　忠 人，漢 方の 臨床 ，

　　25（11・12），　801 （1978）．
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の 変方は駆淤血剤 の 代表的力剤と して 用 い られ 65）

， 牡 丹 皮 は 桃 仁 な ど と と もに
66 ），漢方 に お け る 重要な 駆瘢血 薬 と し

て 今日 ま で用 い られ て い る．

　6．　歴 代医方書中 の 牡 丹 配 合方剤 の 剤型および修治

　5 で 述べ た 歴代医方書中 の 牡丹配合処方 204方 につ い て ，剤型別 に 分類 し Fig．4 に 図表化した．桂枝茯苓丸 八味

丸，鰲甲煎 S．IC代表 され る よ うに ，剤型上 は 丸剤とさ れ た 場合が最も多く，5 割近 くを占め て い る．散剤と して 用 い

られ る こ と も 1割強あ るが，丸剤 と と もに 酒服 と指示 され る 場合も多い ．こ れ は と くに 八 味丸 系統 の 処方に つ い て い

え る こ とで ある ．次に 大黄牡丹湯，温経湯な ど の 含 まれ る煎剤で あ るが，桂枝茯苓丸や八味丸 の よ うな 処 方で も煎剤

と して 用 い られ る こ とが少なか らずあ る．煎剤 の うち，2 割 以 上 は 酒 を入 れ て 煎 じ る 方法が と られ て い るが，とくに

婦人病 の 処方 で は 6 割に こ の 方法が と られ る．また まれに 外耳道や鼻中に 挿入 した り，癰腫悪瘡上に 塗布す る外用 法

も あ る67 ）．

　金匱要略 の 原著者 と され る張仲景 の 語は 諸本 に も少なか らず引用されて い る が ，そ れ に よれ ば，そ れ ぞれ の 剤型は

  煎剤は 急性病 に 用 い，臓器を 洗滌 し，人休 の 生理活性を高め る  散剤は外因
4P

性の 疾 患が 全身的慢性波及 した も の

を散ずる  丸剤は 慢性病 で ，体内に 固着 した 病変を 遒 退 させ ，食欲を増進させ，生理機能を正常化す る もの と原則的

に 定 め られ て い る 68）．

　こ れ らの 原 則 に 従 っ て ，比 較 的慢 性 型 の 炎 症性疾患 の 治療に 運用 され る 桂枝茯苓丸，八味丸などが丸剤 として 用 い

られ て きた もの と考 え られ る．ちなみ に ， 主 と して急性熱性病 を 扱 っ た 傷寒論 と，主 と して慢 性 病 を扱 っ た 金 匱要略

とで は ，使用 され る丸剤の 数 は 後者 の 方が圧倒的に 多い ，また丸剤，散剤と して牡丹末を服用 して ぎた こ とは ， 牡丹

に 含まれ る血 小板凝集抑制作用を有す る不安定な モ ノ テ ル ペ ソ 配糖体
G9）

の 分解 を抑 え る と い う点，さ らに 牡丹中の 活

性成分 の
一つ で あ る揮散 し易い paeonol の 消失を抑え る とい う点 で 有用 な 剤型 で あ っ た と 考え られ る．また 漢方方

剤を煎 じ る と い う操作は，単 に 水 で 抽出す る だ け で は な く，弱酸性 水溶液中 で 生薬成分が 互 に 反応 して い る と い うこ

と も明 らか に されて い るが 70 ，

， 煎剤と し て用 い られ る時 の 牡：丹皮 の 含有成分の 挙動に つ い て も，こ の よ うな 観 点 か ら

の 証 明 が 必 要 で あ ろ うと考え られ る．

　牡月の 修治 に つ い て は ，TABLE 　II に 示 し た よ うに ，金 匱 要略 中 で も 「牡丹 」 と 「牡丹 皮 」，あ る い は 「去 心 」 と指

50％

o

Fig．4．牡丹皮配合方剤の 剤型 （全 204方中）

65）た とえば ，原南陽は そ の 変方の 甲字湯を 癧血 に起 因 す る 広い 範囲の 症状に 用 い て い る．原南陽 ，

“

叢桂亭医事

　　小言
”

， 須原屋平左衛門 ら，京都ほ か ．1854，巻 7， 1 丁 ．

66＞ a ）吉益 南涯 は 牡丹皮 を桃仁 と と もに 血 部 の 内位に 配当 し，そ の 薬効を 「血 凝結す るな り」 と定 め て い る ，吉益

　　南涯，
“
気血 水薬徴

”
，木場宏訳，漢方 の 臨床，14（2・3），350（1967）； b）湯本は 牡丹 に つ い て 「本薬 ノf乍用ハ

　　桃仁 二酷似 ス ト 雖 モ 共 ノ 異ル 所 ハ 彼ハ駆瘢血 ，鎮痛，緩下作用 二 於 テ 優 レ リ．此 レ ハ 消炎 ， 止 血 作用 二 於 ア 優

　　 レ リ」 と い う．湯本 求真 ，

“
皇 漢医 学

”
，第 2冊，南江 堂 書店，東京，1928，p．202．

67）文献 36） の p．127，152，176 な ど．

68）金匱玉 函 経 に 「張仲景 日，若欲治疾，当先以湯洗滌五蔵六府 ， 閲通経脈 ， 理導陰陽，破散邪気，潤沢枯槁，悦

　　入 皮膚， 益人気血，水能浄万物，故用湯也，若 四 肢病久 風冷発動，次当用 散，散能逐邪 風湿痺，表裏移走，居

　　無常処者，散当平之，次当用丸，丸能逐沈冷，破積聚，消諸堅緻，進飲食，調営衛，能衆合 而 行之者，可謂 上

　　工 」 と記 され，千金要方 ， 医心方に も張仲景 の 語 と して ほぼ 同 文が 引用 され てい るEa ）
“

金匱玉函経
”
，人民

　　衛生出版社，北京，1955，p・　15；b）文献 36） の p．3；c ）文献 39） の 巻 1 ， 15丁 ．

69）有 地 　滋 ，久 保道 徳，松 田 秀 秋，谿 　忠 人，津 永佳 世子，吉 川 雅之，北川　勲，生薬，33，178（1979）．
70） a ）野 口 　衛，久保道徳，林　輝明，小野明二 ，生薬学雑誌，32，104（1978＞； b）M ・Noguchi

，　Chem・Pharm ・

　　BuU ・（Toklo），26，2624（1978）； c）有地　滋，谿　忠 人，久保道徳 近畿大学医学雑誌，
4

，
59（1979）．
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示 の ある もの ， ない もの とが あ る．さ らに 千金要方 ・千金翼方 ・外台秘要な どで も同様に ，処 方に よ っ て そ の 記載は

ま ち ま ち で あ る，し た が っ て 「牡 月
．
」 と記 され，しか も 「去心 」 の 指示の な い 場合は ボ タ ン の 全根 を用 い た の で は な

い か とい う疑問 も生ず るが ， 陶弘景
3） は 本草経集注 の 序例で 「牡丹…槌破去心 」 と い い ，千金要方71）

の 序例 で も同文

を引い て 巻頭 に 指示 して お り，外台秘 要
72）

も同史を 引ぎ，さ らに 敦煌 本張仲景 五蔵 論
73 ）

に も 「母丹 槌其去 骨 」 と記 さ

れ て い る こ と な どか ら，少 くと も六 朝，隋唐以 降 に お け る薬用 の 牡 丹 は 牡丹皮 と同義に 用 い られ，心 （木部 お よ び髄〉

を去 っ た 根皮 と された こ とは 明 らか で あ る．証 類 本申：3＞ ¢）引 く雷公炮炙論に も，　 1去骨．1 と、記 され て い る．明清 の 本

草書の 多 くは 修治 に 関 し て こ の 雷公の 記載 を引用 す るに 過 ぎな い 74｝．金匱要略 で 牡丹 と記 され し か も去心 の 語が な い

の は 全 5 方中 ， 大黄牡丹湯 1方で ， こ れに は 牡月
・
星両が 用 い られ て い る．こ れに 対 し，温経湯で は 牡丹皮 2 両 を用 い

て い る こ とか ら，大黄牡丹湯 の 牡丹 1両 に 全根が fl崩っ れ た とは考え に くい ．した が っ て 牡 丹 と の み 記 した 場 合 も根 皮

を用 い る の が 通例 で あ っ た と考 え られ る．牡丹 の 根 の 皮層部と木部に お け る 有効成分 の 比較検討は 今後 の 研究課題の

一tつ とな ろ う．

　7．　 牡丹 と 同時に 処方 さ れ る薬物

　牡丹 と同時 に 処方 され る薬物に っ い て，前述の 204 方 か ら統計 して
rT’
・teJ・E　III に まとめ た ，牡月

．
配合方剤中，桂

皮 類
75 ）

が 最 も よ く配剤 さ れ，全体 の 6 割 近 くも 占め て い るが，こ れ は大黄牡丹湯を 除 く金匱要略 の 牡丹配合方剤に す

TABLE 　III．牡月
・
と同時 に 配剤され る薬物

　　　　　　　　 配剤され る

配 剤 され る薬物　　頻 度 （％ ）

　　　　　　　　　（204ブゴ亅t’）

桂

当

芍

地

茯

人

川

附

廿

董

桃

大

山

山

細

沢

牛

朮

防

蚩

皮

薬

黄

苓

菖

了

茱

主

八

味

丸

桂
枝
伏
苓
丸

方処
．

な

加
味
逍
遙
散

鰲

甲

煎

丸

大
黄
牡
丹

湯

漏

　
経

　
湯

六

味

丸

類

帰

煩

類

類

参

類

類

草

類

仁

黄

萸

薬

辛

瀉

膝

類

風

虫

7733721006310887763354443333322221111111○　　○

O
　 　 　 oO

　　O

O

○

OQ

○

，

⊃

り

（

（
r
境

）

⊃

（

（

O

　　　OO
　　し）

○

○　　 　　　 　　 O
o 　　　　　O
　　　（，　　O
　　　Q 　　O

○

○

○

○

OO

○

7D 文献 36） の p・10・

72）文献 8）の P．839，

73）本書は唐代 の もの と考え られ る．宮
．．
ド三郎，東方学報，第35冊，289（196斗）．

74） a ）本草綱 H ．文献 23）； b＞楊時泰，
“
本草述鈎元

”
，科学技術出版社，上海，1958，p．169； c ｝張潴玉，

“
本経

　　逢原
”
，張氏医通所収，自由出版社，台北，1975，p，II53；d）劉文泰ら，

“
本草品 彙精要

”
， 人民衛生 出版礼，

　　北京，1964，p ．531 な ど．明清時代 の 本草書
一
（は

一般に 牡丹皮 と称され て お り，根皮 が 用 い られ た こ とは い う

　 　 ま で もな い ．

75）桂，桂心，桂枝，桂皮，肉桂などと称 され る もの は すべ て 杜皮類と し た．
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べ て 配剤され て い る こ とか ら も理 解 され る．最近，牡丹 と桂皮 とは と もに 抗補体作用が あり， 自己免疫疾患な ど の 慢

性炎症に 有効 で あ る こ とが示唆 され てい る 7S ）．こ れ は 桂枝茯苓丸，温経湯な どが ，い わ ゆ る淤 血 と称 され る免 疫 ア レ

ル ギ ー
炎症症状の 改善 に 用 い られ て きた こ との

一
つ の 恨拠 とな る もの で あ る．

　そ の 他，牡 丹 は 当 帰 ・芍薬 ・地黄 ・人参 ・川弓
・附子

・
鰲

・山 茱萸 ・山薬などの い わ ゆ る温補薬 と併用 され ，また

桃仁 ・大黄 ・蜃虫 と い っ た駆癖 t白L薬と も併用 され，あ る い は 茨苓 ・沢瀉 ・朮 と い っ た 利水薬との 併用 も比較的多い ．

こ れ らは 他 の 漢方処 方に お い て もよ く用 い られ る 薬物で あるが ， そ の 頻用度に お い て は 特異性が認 め られ る
77）．

　こ の よ うな こ とか ら，歴代医方誹中の 牡丹配合方剤 の 多くは 金「貞1要略 の 処方構成 を 基木 と した もの で ある と考え ら

れ る．

　8． 結　語

　木報 で は 牡月
．
皮に つ い て薬効 に 重点をお い た医薬史学的考察 を行 な っ た，そ の 結果，以

一
ドの 結論 を 得ノこ，

　（1）牡丹は 六朝以前は
一

般 に 本苟薬 と称せ られ ，牡月
．
の 名 は も っ ば ら薬用 とされ る場合に 用 い られ た ．ま た 牡丹 が

広 く薬用 と された の は萄薬 よ りも新 し く， 秦漢時代に 入 っ て か らの こ と と推察され る．

　（2）牡丹 は 隋唐以 降，観賞用 と され る よ うに な っ て か ら広 範 囲 の 地 域 で 栽培され，現在 に 至 っ て い るが
， 漢代に 薬

用 と され た 牡丹 の 基源植物 を Paeonia　moutan に あて る こ とは 可能で あ る．また薬用部は根皮 で あ る，

　（3）六 朝以前の 本草書 と医方書 に 記載 され た 牡丹 の 薬効は 互 に よ く
一

致 し，そ れ以降の 医薬書 で もそれ らが 踏襲 さ

れ て きた ．

　（4）牡丹は 主 と して 炎症・「生の 疾患 に 用 い られ て きた薬物 で あ る．そ の 用途は 桂枝茯苓丸 や 温経湯に 代表され る よ う

な婦人科疾患 に 用 い られ る こ とが 最 も多 く，こ れが一般 に 駆 痕血薬と称 され る所 以 で あ る ，その 他，牡丹 は 八 味丸 に

代表 さ れ る消耗性お よ び疲労性疾患，あ るい は 大黄牡丹 湯に 代表 され る，虫垂炎，癰腫な どの 炎症性疾患な どを 目漂

に 用 い られ て きた ．L た が っ て 今後は 免疫，ア レ ル ギ
ー

の 関 連 した 慢性 炎症に 対 す る有効性の 科学的追求が 期待 され

る，

　（5）牡丹 が 漢 方方剤 と して用 い られ る際の 剤型は ，煎剤 と し て よ り も丸剤 と し て 用 い られ る 場合が 比較的多い ．

　（6）牡丹配合方剤 の 6 割 近 くに は 桂皮 類 が 配剤 され ，そ の 他，
い わ ゆ る当帰

・
苟薬 ・地 黄 ・人参 ・川菖などの 温 哺

薬，あ る い は 桃 仁
・
大 黄な どの 駆瘢1血1薬，茯苓 ・沢瀉 な どの 利 水薬も多く配剤され る．
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（165）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


